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内容：

金属材料は「溶かして固めたまま」 「なんとなく熱処理した」 など
の状態では、その特性を最大限に発揮することは出来ません。大
事なのは、どのように材料を作り込むかです。
研究室では材料の作り込みに対して塑性加工に注目して研究を
行っています。具体的には、鋳造アルミニウム合金に熱間圧延を

行い、圧下率と機械的特性や組織変化について検討しています。
また、連続ねじり加工を用いたアルミニウム合金の高強度化に対し
て、有限要素法を用いたシミュレーションを実施して加工条件の最
適化に取り組んでいます。
この他、アルミニウムの鍛造に必要な材料パラメーターの測定に

取り組んでおり、金属材料の一般的な組織や機械的特性の評価を
一通り行っています。

アピールポイント：
塑性加工シミュレーションも得意です。

ちょっとした装置開発や治具設計などもします。
産学連携を通じて地域社会へ貢献します。
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円柱を圧縮による
複雑な数式のパラメーター
の同定

大変形のねじりシミュレーションと
加工条件の最適化

圧延加工
による

組織変化


